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 ５䛴のホ౯㡯┠䛛䜙⥲ྜⓗにุ᩿を ～ᑠ学ᰯ地とのẚ㍑～

　７月１６日、町民センター３階講堂において、「第６回真鶴町学校建設準備委員会」が開かれました。座席を決める今回のく
じは、小説家、湊かなえさんの作品「絶唱」の一節から作られたものでした。「子どもは　太陽だ　子どもたちが　輝かない場
所に　作物は実らない　人は集まらない　町はできない　どんな絶望的な　出来事が　起こっていても　子どもたちが　輝いて
いるかぎり　そこには　未来が訪れる」 14個（14人分）に区切られたフレーズがそれ
ぞれのくじに書かれており、それをつなぎ合わせると、この一節になるという仕掛けで
す。「一人一人の子どもが太陽のように輝ける、そして、その輝きが町の輝きにつなが
る。そんな学校を委員の皆さんと力を合わせて作り上げたい。」という事務局の言葉か
ら会議が始まりました。
　それでは、第６回学校建設準備委員会の協議事項等について報告します。

　今回の準備委員会の最大のテーマは、建設地の決定でした。
学校設置基準に準拠し、候補地を小学校地か中学校地かどちら
かにすることを確認した後、質疑を含め資料確認を行いました。
そして、全委員承諾のもと、５つの評価項目について各委員か
ら一人ずつ意見を出し合いました。各委員それぞれの思いがあ
る中、それらを可視化するため、「◎」「○」でホワイトボー
ドに整理していきました。その集計結果が上の表です。委員総
意のもと、準備委員会として中学校地を建設地とすることに決
定しました。また、小学校地の利用についての要望を、付帯意
見として、教育委員会に提出し、町長に提言することも確認さ
れました。
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●安全面・立地条件
・海側も山側も、どちらも大道通りが危ないと感じる。
・中学校のほうは県道があるが跨線橋があって安全である。
・中学校側だと、信号機の設置の必要性が高まる。
・中学校側は半島に向けて扇形状にまちづくりを新構想し
　ていくイメージ、小学校側は同心円的に今までのものを
　活用していくイメージである。
●学習環境
・敷地が広いほうが学習形態を工夫しやすいのではないか。
・小学校のほうが公共施設との連携が図りやすい。
・中学生にとってグラウンドの広さは必須だと思う。
・半島との距離も、それも学習環境の一つではないか。
●町民との交流
・町民との交流の要は、やはり小学校ではないか。
・駐車場を確保できるのは、中学校のほうだと思う。
・真鶴駅に近く社会人や高校生、大学生もすぐ寄れる。
●給食のあり方
・自校給食にかなうものはない。今後も維持させたい。
・今の中学生にも学校で給食を食べさせてあげたい。
●移転の条件
・小学校の跡地のほうが、いろいろと利用価値が高いよう
　に思う。

委員から出された主な意見は、次のとおりです。

第７回準備委員会のお知らせ＊傍聴も大歓迎
日　時:９月17日（火）13:40～
会　場:町民センター３階　講堂（予定）
テーマ:「学校の形態」「学年の区切り」など

委員会の議事録と資料（一部)はコチラから↓
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